
４月下旬～５月中旬          桃林 

野草が一面に咲く 桃林になりました 
 総合公園では、環境にやさしい管理を心がけて、

除草剤を、できるだけ使わないようにしています。  

桃林も、昨年の春から、除草剤の散布をやめまし

た。今年は、野草が一面をおおう林へと生まれ変わ

りました。５月下旬より一斉に草刈りをしています。

これから、どんな野草が出てくるか楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月４日（土）から      ジェラテリア 

初めてのこころみ 総合公園の生梅を販売 
 「総合公園の梅の実を使えるようにしたい」との

市民の声を、古河総合公園づくり円卓会議を通じて

検討。このたびジェラテリアで生梅を販売しました。 
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●タイサンボク● 

［科名］モクレン科、常緑高木 
［樹高］10～20ｍ程 
［ 花 ］白色 
［花期］５～６月 
園内では、芝生広場の北東の縁に１本だ

け植栽されている。 
葉は、大きさ 12～25cm 程。光沢があっ

て、固くパリパリしているのが特徴。 
花は、直径 50～60cm 程と大きい。甘い

香りがする。 

１ｋｇ300 円で販売。 
10 時の開店前にお越

しになったお客さん

もいました。 
お客さんの声「梅酒

や梅ジュースを作っ

てみるわ」「公園に

梅があるのを知りま

した。」など 

ぐるりん号 
停留所 

ホッツケ田 

桃林 

ジェラテリア 

セイヨウタンポポが一面に咲いた桃林。一面、ワタボウシ

になると、子供たちも大喜び。草地におおわれることで、

雨の時に土が流れるのを防ぐ効果もあります。 

ニワゼキショウの群落 
高さ 10cm 程。紫や白の花

が一面をおおう所もあり

ました。花期 5～6 月。 写真の梅の実は、一本の木から収穫できたもの。一本の

木に 50kg 程の実がなっているものもありました。 

今回は、シルバーさんたちで収穫。 

ハルジオンの群落 
高さ 30～100cm 程。白ま

たは薄いピンクの花が咲

く。花期 5～7 月。 



 ５月 28 日（土）       ホッツケ田 

ホッツケ田で赤米の田植え体験とドジョウつかみ 

 「ぬるぬるして、気持ちいい」「足がぬけない！」

と、どろんこになって田植えを楽しみました。小学

校低学年を中心に参加５１名。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、田植えの後、収穫まで半年間、どろんこク

ラブと称して、ホッツケ田のお世話をしたいという

方を募集。30 名ほどの方が名乗りをあげました。 

 今後、田の草とりと田んぼの生き物観察（6/25）、

稲刈り準備のための草刈りとヨシのバッタづくり

（9/3）、稲刈り（9月下旬）、脱穀（10 月上旬）を経

て、おにぎりパーティー（11 月上旬）に向けて、が

んばります。 

 来年度は、稲を育てたり、田んぼを耕すところか

ら、市民参加できるプログラムを考えています。 

５月 18 日（水） 

総合公園スタンプラリー 
 古河総合公園づくり円卓会議を通じて開発された、

古河１小から７小の校章の雪の結晶スタンプ。 

 このたび、古河第四保育所が、このスタンプを使

って、スタンプラリーを開催。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ５月 27日（金）        

ぐるりん号（西コース）の管理棟前停留所に看板 
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４月から、ぐるりん号西コー

スに総合公園管理棟前が加わ

りました。 
このたび、市民公社で手作り

の看板を設置。 
 これまで総合公園までの交

通の便がなかった西コースの

みなさん、たまには公園でお散

歩いかがですか。 

園内７カ所にポイ

ントを作って、親

子でまわりまし

た。先生のコメン

ト「大成功でした。

楽しかったです」 
 

第四保育所で作っ

たスタンプ帳。→ 
小学校の課外授業

でもやってみませ

んか。 

5m×3m 程の大きさの田んぼが三面。一面には、赤米を、

他の二面には、コシヒカリを植えました。 
 

休憩時間を使って、ヨシ笛に

挑戦。 
 ヨシの先っちょの葉が丸ま

っている部分を使っての笛遊

びです。 
 ほぼ全員の子どもたちが、

「ブーブー」と鳴らすことがで

きました。 


